
令和元年度さとうきび生産改善共励会受賞団体及び受賞農家の概要 

１ 団体の部  

（１）受賞団体 

成  績 市町村名 団体名 受賞区分 

優秀賞 徳之島町，天城町，伊仙町 (有)南西サービス 独立行政法人農畜産

業振興機構理事長賞 

 

（２）選定理由 

さとうきび収穫面積 18ha という大規模経営，収穫受託面積 206ha の大規模経営を展

開しながら，徳之島の平均単収を確保している。 

自社農場の面積を計画的に拡大しているとともに，地域の農家からの作業委託の受け

皿として活動している。また，単に受託作業を受けるだけでなく，地域の担い手農家と

協力し，作業の再委託を行う協力農家を組織化し，委託農家の要望に応え，適期に作業

ができる体制を構築している。 

徳之島さとうきび生産対策本部内に設立される「さとうきび受委託調整センター」の

検討に参加するとともに，受委託調整業務を南西サービスが担ってほしいとの要望に応

えるため，国の公募事業を導入し，その体制整備に自ら積極的に取り組んでいる。 
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●さとうきびの生産状況 

年 度 新植夏植面積 種苗用 収穫面積 合計 生産量 10a当収量 平均甘蔗糖度 

28年度 3.9ha 4.9 ha 18.2ha 27.0ha 1147.1t 6,303kg 14.0度 

29年度 1.7ha 8.8 ha 14.9ha 25.4ha 836.5t 5,614kg 12.2度 

30年度 4.4ha 4.7 ha 17.5ha 26.6ha 783.6t 4,478kg 13.0度 

 

●団体所有農業機械の利用状況（平成３０年度） 

農業機械名 作業面積計 左の受託面積 農作業の内容等 

ハーベスタ 233ha 206ha 収穫 

トラクタ 1,258ha 1,174ha 耕うん，植付，管理作業全般 



２ 農家の部  

（１）受賞農家 

成  績 市町村名 農家名 受賞区分 

最優秀賞 和泊町 永野 育八 鹿児島県知事賞 

優秀賞 天城町 若山 秀也 独立行政法人農畜産

業振興機構理事長賞 

 

（２）選定理由 

 〇優秀賞（和泊町 永野 育八 氏） 

ハーベスタオペレータとして地域の収穫作業を請け負いながら面積拡大を行い，町内

でも有数のさとうきび専作の大規模経営体となっている。 

また，土づくりや除草・病害虫防除等の管理作業の徹底にも努めている。 

  今後は，管理作業の受託面積も拡大する意向を持っており，農家が高齢化・減少する

中で，地域のさとうきび生産の維持・拡大に貢献する農家であり，他の農家の模範とな

る経営事例である。 

 

●農家の主要指標（平成 30 年度） 
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●さとうきびの生産状況 

年 度 新植夏植面積 収穫面積 合計 生産量 10a当収量 平均甘蔗糖度 共済加入率 

28年度 3.7ha 6.5ha 10.2ha 366t 5,605kg 14.6度 100% 

29年度 2.8ha 7.1ha 9.9ha 536t 7,528kg 12.9度 100% 

30年度 3.4ha 8.6ha 12.0ha 546t 6,371kg 13.5度 100% 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 〇優秀賞（天城町 若山 秀也 氏） 

さとうきび収穫面積 15ha という大規模経営，株出比率９割という株出中心の栽培を

実践しながら，平均単収５.９トンとなっており，町の平均単収４．８トンを大きく上回

っている。 

さらに，飼養頭数 77 頭，飼料面積 12ha の複合経営を，家族労働と従業員１人体制（本

人、妻、父、母、従業員の 5 名）で行っており，通常期と繁忙期の役割分担とさとうき

び収穫時期の労働集中を行いながら，省力化と労働コストの削減を達成している。 

さとうきびと畜産の複合経営により，畜産副産物である堆肥をほ場還元するとともに，

さとうきび栽培に適さないほ場（排水が良くないほ場等、約 5ha）を牧草地に使用し，土

壌条件が良いほ場をさとうきび栽培に使用し，土壌改良に要する経費の削減を図ってい

る。 

また，大規模経営にもかかわらず，さとうきびの収穫 20ha を受託し，地域のさとうき

び栽培の維持・拡大に貢献している。 

 

●農家の主要指標（平成３０年度） 
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●さとうきびの生産状況 

年 度 新植夏植面積 収穫面積 合計 生産量 10a当収量 平均甘蔗糖度 共済加入率 

28年度 1.5ha 15.7ha 17.2ha 1,294t 8,242kg 14.0度 100% 

29年度 0ha 15.7ha 15.7ha 1,152t 7,338kg 12.6度 100% 

30年度 0ha 15.6ha 15.6ha 914t 5,859kg 13.2度 100% 

 

 


